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17世紀の長い旅
―ドイツと日本の比較―
B. M. Bodart-Bailey
　初めて私が文化を比較したのは、五歳の時でる。戦争が終わってまもなく母の妹を訪ね
るためにドイツからイギリスへ旅行した。その時に文化の違いに驚いた。記憶にとくに残っ
たのは食べ物の違いであった。ドイツで今までみたこともない美味しいバナナがあった。
「なぜ文化の違いがあるの」と聞いたとき、面白い返事が返って来た。今も私はその質問を
発して、文化を比較している。
松尾芭蕉とエンゲルベルト・ケンペル
　たとえは、今日のテーマ、「17世紀の長い旅」を聞くと、日本人としては松尾芭蕉（1644-
1694）の『奥の細道』が念頭に浮かぶであろう。ドイツ人としてほぼ同時代に生きたエンゲ
ルト・ケンペル（1651-1716）のドイツから日本への旅を思い出す。芭蕉は元禄2（1689）年
の春から秋まで156日にわたって下野，陸奥，出羽，越後，越中，加賀，越前の各地をへて
美濃の大垣に至り、伊勢に向かった。ケンペルは11年間ロシアのモスクワ、ペルシャ（今
のイラン）、インドネシア、タイをへて、1690-1692年に長崎に滞在し、喜望峰をまわって、
ドイツに帰国した。二人は同じ運命にあった：その旅についての作品は死後に出版され、
有名になった。　二人とも、同時代の人が「遠い」と思った、よく知られなかった場所を読
者に詳しく説明した。しかし旅の規模にはずいぶん違いがある。この理由を調べると、二
人の故郷の文化の違いが分かるようになる。日本は鎖国の時代であった。北海道は島なの
か、大陸とつながるか、まだ知られていない時代であった。東北の国は「遠い国」と思われた。
一方ケンペルには「ドイツ」より「ヨーロッパ」の概念が強かった。彼が勤めたオランダ東
インド会社は、本社はオランダだったが、派遣された社員はヨーロッパの国々の人であっ
た。
　二人の教育にも大きな違いがあった。日本は外国の本がほとんど手に入らない時代で
あった。芭蕉は自分の文化の文学にのみたよっていた。古来の歌枕で有名な細道、鴨長明
の『方丈記』などの影響も彼の作品に明らかである。
　これと違ってケンペルの教育には最初から、川島先生の発表でテーマになった古代ギリ
シアの文学が大切だった。学校でラテン語とギリシア語を学んだ。プロテスタントの牧師
の息子であっても、古代ギリシアの神話と哲学をしっかり勉強した。十四歳の時、兄の卒
業論文の祝いとしてケンペルは次の言葉を書いた。「このままで勉強を続ければ、フォイボ
ス様はあなたに報いるでしょう。」フォイボスとは、古代ギリシャにおける知的文化的活動
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の守護神アポロンの異称である。
　学校への道には、ケンペルは立派な彫刻で飾られた薬局の建物があった。今も存在する
この建物には昔の十人の有名な医学者の胸像がある。古代ギリシャの学者だけではなくて、
古代ペルシャ（今のイランとイラク）やエジプトの学者の像も含まれている。ケンペルに
とって異文化は毎日のことであった。日本に来て儒学のことを聞いたケンペルは、日本人
の孔子（紀元前551-479年）への尊敬とヨーロッパ人のギリシャの大哲学者プラトン（紀元
前428-348年）への尊敬を比較した。（1）
物の長い旅
　しかし今回は、人間の長い旅と交流よりも、ものの長い旅と交流について話したいと思っ
ている。
　ケンペルは帰国して数年後から、晩年の18年間、領地の支配者であったリッペ伯フリー
ドリヒ・アドルフ（Graf Friedrich Adolf, 1667-1718）の侍医として活躍した。その時代
にリッペ伯が住でいたデトモルト宮殿には、今もその子孫アルミン博士リッペ王子（Dr. 
Armin Prinz zur Lippe）が住んでいる。しかし、宮殿の一部分は観光客に公開されてい
る。私は観光ツアーに参加した際に、そこに日本の立派な古伊万里の磁器があることに気
づいた。それを見て私は、リッペ伯フリードリヒ・アドルフの弟の言葉を思い出した。弟は
一七〇三年にケンペルを訪問し、その際、ケンペルが外国から持ち帰った「大変美しい磁
器」を見た、と述べているのである。デトモルト宮殿にある磁器は、ケンペルが持ち帰った
これらの磁器であったのだろうか？私はこの件についてアルミン博士に手紙を書き、デト
モルト宮殿への招待を受けた。
　訪問当日、アルミン博士御夫妻は私を磁器の部屋へ案内する前に、自分の居間にある二
つの素晴らしい蒔絵箪笥を見せて下さった（図1）。この箪笥はいつからデトモルトの宮殿
にあるかということについて有力な手がかりがある。というのは、箪笥の下に付け加えら
れた台座には、ケンペルが仕えたフリードリヒ・アドルフのイニシャルが飾りとして記さ
れている。フリードリヒ・アドルフは、ケンペルが没した一年半後で亡くなったから、この
箪笥がケンペルが日本から持ち帰ったものであると推測できる。
江戸時代の箪笥
　今日では抽斗がある箪笥は日本の伝統的な家具と見做されている。しかしながら、江戸
時代初期の庶民用収納家具は抽斗の箪笥ではなくて、上に開く蓋が付いた長持であった。
棹を通して担いでいるタイプもあったが、車付けの大型車長持も流行だった。江戸の明暦
大火には何万人が車長持を曳いて逃げたので、道路がふさがれて、大惨事になったという
記録がある。（2）　その後幕府は大都市で車長持を禁止したが、あまり効果がなかった。（3）　
天和3年（1683）、元禄11年（1698）、正徳元年（1711）に幕府が繰り返して禁止令を出す必
*27 
要性があったのは、車長持の長く続く人気を証明する。（4）
　井原西鶴の作品には、箪笥よりは長持の話が出る。万一箪笥が出たら、それは必ず貞享
元年（1684）の後の作品である。だが、近松の時代になると、箪笥は作品の随所に出てくる。（5） 
ケンペルが日本に滞在した1692年に出版した『諸国買物調方記』には、箪笥屋の話題は大
阪の部分にでてくるが、京都と江戸の部分には記録されていない。貞享4年（1687）の『江
戸鹿っ子』と三年後に出版された『増補江戸惣鹿子大全』には箪笥屋は出てこない。最初に
箪笥屋が出登場するのは、寛延4年（1751）の『再販増補江戸惣鹿子名所大全』であった。（6）
　日本最古の抽斗付収納用品は奈良東大寺正倉院に存在している四重黒漆塗りの箱であ
る。しかし、抽斗の作成技術はそれから一般的に流布していなかった。（7）　なぜならば、抽
斗付収納品は17世紀後半以前の社会には必要がなかったと推測する学者がいる。普通の庶
民はそれほど余剰物がなかった。余剰物があった貴族階級は、家も倉も広くて、召使もい
たから、便利な収納家具は必要ではなかった。17世紀後半は日本歴史初めて庶民にも余剰
物ができて、大都市の発展のため一人当たりの暮す空間は狭くなった。その時代には、櫃
の作成よりも時間と労力がかかる抽斗付収納品は値打ちがある高級家具になった。（8）　17
世紀後期-18世紀前期には「箪笥」という文字も決まっていなかった、「太牟須」、「廚子」な
どの書き方もあったが、ライフスタイルに欠かせない家具になったとともに、文字も「箪笥」
で一定化した。（9）
ヨーロッパ人の箪笥
　ヨーロッパでは抽斗付家具はイタリアの文学には15世紀の初め、ドイツの文学には16
世紀に現れた。（10）　書類を作成し保存する教会と修道院だけではなくて、商人にも小さな
抽斗の家具は文具などの整理に便利だった。だから、16世紀後半にポルトガルの宣教師と
商人が来日した時には、箪笥は荷物の一部分だった。日本で蒔絵に魅せられた外国人は、
自分の箪笥を日本の工芸家に見せて、同じデザインの蒔絵を施した箪笥を注文した。蒔絵
文様は日本好みの空白を埋めるような文様ではなくて、隙間なく文様を描いているデザイ
ンを外国人は好んだ。もっと豪華に見えるように蒔絵に貝細工の螺鈿をあわせた。このス
タイルの漆製品は「南蛮漆器」と知られている。（11）
　江戸幕府の鎖国令以降、貿易はヨーロッパ人としてはオランダ人だけに制限されている。
オランダ人も蒔絵の美に引かれて、蒔絵箪笥を注文した。北ヨーロッパのオランダ人の美
意識は南ヨーロッパのポルトガル人と違った。「紅毛漆器」と名乗ったスタイルで作成した
箪笥には日本の伝統的な蒔絵の花鳥・山水文様が施されていた。日本では蒔絵漆器はやや
小さな道具つまり化粧・硯・料紙・文箱、お盆、文台などのものであるのに対し、オランダ
人は慣れた大きさの箪笥を日本の漆工に注文した。豊富な飾りの好きな外国人は蒔絵の伝
統的な模様に加えて、豪華な飾り金具を付けてもらった。日本でも箪笥の飾り金具がだん
だん豪華になったが、これを蒔絵と合わせて付けるのは日本人の美意識と合わなかった。
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もっぱら輸出向きに作られていたから、日本ではまれな帰国物として存在するしかない。
神戸市立博物館の山水蒔絵箪笥はその一例である。デトモルト宮殿の蒔絵箪笥と同じよう
に自由奔放な模様で飾った台座に乗っている。（12）
デトモルト宮殿の蒔絵箪笥
　デトモルト宮殿の蒔絵箪笥は、輸出のために作られた箪笥の一例である。観音開き扉に
施された模様は伝統的な山水と草、花、鳥であるが、扉の表に付け加えた彫金金具と蝶番
および鍵穴は、ヨーロッパ人の審美観を反映している。扉の後ろに隠れて小さな抽斗が設
けられているが、扉と同様、飾りは日本絵画的な構図である（図2）。もっと豪華をするた
めに、蒔絵の文様は、レリーフ状に漆を盛り上げた高蒔絵である。この高価な装飾は、日本
では主に小さな酒杯類にしか使わなかった。（13）
　その上に、装飾的な金具を施している。金具と蒔絵の模様は重ねる場合もある。このよ
うなことは国内向きの漆器には見えないから、日本人の好みではなくて、外国人の支持に
したがって作られたものであると推測できる。
　日本人とヨーロッパ人の美の感覚にもう一つ違いがあった。日本の好みは主に非相称的
な模様である。その時代のヨーロッパ人は反対に対称的な模様が好きであった。デトモル
ト宮殿の蒔絵箪笥の模様は日本の好みによって、非対称なデザインである。二つの箪笥は
ほとんど同じものであるが、蒔絵の意匠が鏡像になっているという点で違っている。二つ
の箪笥をきちんと並べると、扉の表に施された山水文様はヨーロッパ人の好きな左右対称
になる。17世紀後半に輸出品として作られたこデトモルト宮殿の蒔絵箪笥は、日本の芸術
とヨーロッパの嗜好をうまく融合したものである。
　ヨーロッパの伝統的な薬箪笥は、形とサイズがデトモルト宮殿の蒔絵箪笥によく似てい
る。だから、ケンペルがこの二つの蒔絵箪笥を自分の使用のために日本で作ってもらって、
持ち帰ったものであることがよく推測できる。
ジャパニング
　日本の漆工芸品はヨーロッパ貴族の大好物になり、輸入品は要請を満たすには十分
ではなくなった。そのため、ヨーロッパの工芸家は日本の漆を模倣したジャパニング
（japanning）という技法を発展させ、漆樹液が手に入らなくても、ニスを使って色々な実
験・研究を重ねた結果、日本漆芸に近い優秀品をつくることに成功した。プロイセン大選
帝侯フリードリヒ・ウィルヘルム（Friedrich Wilhelm, 1620-1688）はその名人の一人ジェ
ラ・ダグリ（Gérard Dagly, 1660-1715）をベルリンに呼んで、漆工芸品の生産を強く奨励
した。フリードリヒ・ウィルヘルムの後継者であったフリードリヒ三世（Friedrich III/I, 
1657-1713）は、同様にダグリを後援した。フリードリヒ三世は1701年に初代プロイセンの
王位に就いた、権力と富の象徴として、豪華な宮殿を建造した。その装飾をさせるため、王
はジェラ・ダグリの弟ジャック（Jacques, 1665-1728）も呼んだので、王の厚い後援のもと、
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ダグリ兄弟の工房はヨーロッパ中で有名になった。東洋の工芸品を巧みに模倣したかれら
の家具は、その時代のきらびやかな宮殿に欠かせない装飾となった。ダグリ兄弟の工房の
家具のなかには日本の蒔絵箪笥とほとんど区別が出来ない箪笥もあった。（14）
　そのような背景の中で、ケンペルは日本から帰国した。リッペ伯フリードリヒ・アドル
フの弟は1703年にケンペルの家を訪問し、外国から持ち帰った珍品を目のあたりにしたの
である。
　リッペ伯の領地は小さく、収入も少なかった。それでも伯は贅沢な生活を好んで、権力
の大きな公候と交際を結ぼうと努力した。プロイセン王フリードリヒを始め、リッペ伯は
デトモルト宮殿によく公候を招き大盤振る舞いをした。ケンペルが貴族社交界の大好物で
ある蒔絵箪笥を日本から持ち帰ったことをリッペ伯が知って、この箪笥をケンペルに自分
の宮殿の飾りとして要求したことは容易に推測できる。リッペ伯の弟が「大変美しい磁器」
と感心した、ケンペルの持ち帰った古伊万里磁器は同じ運命をたどったのであろう。
中国の輸出向け磁器
　東洋の磁器は漆と同じようにヨーロッパの上流階級に高く評価された。エキゾチックな
珍品だったからだけではなく、ヨーロッパの生活に合うように作成された磁器類は、実際
的に洗練された食文化の一部分を成していた。というのは、ヨーロッパでは，18世紀初め
まで磁器ではなくて、土器しか存在しなかった。清代初期以降は、中国はヨーロッパ人の
好みに合った染付け磁器を生産し、大量にヨーロッパに輸出した。「黄金時代」を経験した
オランダの静物画などには、中国陶磁器が良く出る。中国陶磁器はヨーロッパへだけでは
なくて、近東、東南アジアや日本へも大量に送られた。日本でも古くから陶磁器が作られ
ていったが、16世紀末期からの経済発展により生じた新しい富裕階層の需要を満たすこ
とは出来なかった。中国・朝鮮系陶工と技法の到来により日本の窯は発展したが、拡大し
た需要を満たすために、大量な中国陶器の輸入が続いた。（15）
　しかし、1644年の中国の明清王朝交替により、中国南部にある世界最大の磁器生産地は
内乱状態に陥った。江西省の有名な景徳鎮窯をはじめ、磁器の生産は困難になり、中国磁
器の輸出が激減した。このチャンスに日本の肥前窯は磁器の生産量を増大する工夫をして、
国内市場だけではなくて、海外市場にも開拓した。（16）
オランダ東インド会社の輸出磁器
　オランダ東インド会社にとって中国磁器の輸出は大切な財源であった。だから中国磁器
の激減の結果、新しい生産地を求めて、肥前の窯に目を向けた。1650年からオランダ東イ
ンド会社は主にアジアの会社支店用の磁器を日本に注文した。数年の試験期間後、ちょう
ど今から350年前、オランダ東インド会社は初めて大量の磁器を肥前に注文した。六万個
以上の量の磁器であった。注文には見本も付けられて、形・飾りなどについて厳しく指示
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されていた。主な項目は五万のコーヒーカップであったが、大皿六百枚も含まれていた。（17）
　肥前の窯はこの突然の注文に対応できなかったが、1659年10月15日には、オランダ東
インド会社の帆船Vogelzang号は5748個磁器を運んで長崎を出港した。（18）　オランダ東
インド会社の記録によれば、翌年には輸出の11530個磁器の中に80個の「青金色付け」と
100個の「赤青金色付け」があった。（19）　この記載はその時代以降大量に輸出された青い染
付け、金赤色付けの磁器を指すと推測できる。「染錦金襴手磁器」として知られたスタイル
は元禄時代に完成され、ケンペルが日來した1690年から主な輸出磁器となったと考えられ
ている。（20）
デトモルト宮殿の磁器
　デトモルト宮殿の磁器のなかにこの染錦金襴手磁器がある。ヨーロッパで大変好まれた、
大きな取手付きのコーヒーカップには、染付け素地に赤・金二色で図柄が描かれている。
しかし広いバロック宮殿の飾りとして、より大きな磁器が求められていた。デトモルト宮
殿には総高92cmの蓋付大壺もある。窯には高さの制限があったから、蓋を付けることで、
磁器全体がより高く見えた。もっと素晴らしく見えるように、大壺は大瓶のセットとなっ
た。デトモルト宮殿では染錦金襴手大壺は二個の大瓶とセットになった。
　皿も出来るだけ大きいものがヨーロッパでは求められていた。デトモルト宮殿で一番大
きいものは口径60cmの染付け芙蓉手意匠の大皿である。見込み（皿の中央の部分での文様。
完絵ともいえる）に主文様を置き、周囲に蓮の花弁を配し、その中に宝尽しや花文を入れ
た芙蓉手意匠は、早くから中国の輸出向き磁器によく表れていた。後に肥前窯もこの意匠
による磁器を製造した。口径60cmの皿には見込みに二人の唐人があり、口径54cmのもう
一枚の皿は伝統的な鹿文様である。
　これよりも絢爛豪華に見える皿としては意匠を凝らした47cm口径の大皿がある。桜、牡
丹、菊、二匹の鳳凰を合わせて、十六文に分けた丸文というモチーフも三つある。これに加
えて縁部には人間や山水の絵巻も描かれいている。この皿の装飾はヨーロッパ好みの隙間
なく文様が描かれている皿の代表的なものである（図3）。
　ヨーロッパ人に大人気の高い模様は、中国製磁器にも良くある花盆・花籠文であった。
大抵の場合盆に載せた花瓶あるいは花籠に豪華な花束が生けてある。「小氷期」と言われる
寒冷な期間で苦しんだ17世紀のヨーロッパにとって、花は贅沢品であった。油絵でも、豪
華な花束を生けた花瓶は人気のモチーフであった。（21）　中国と日本製の皿にある花盆・花
籠文は花瓶を描いたヨーロッパ油絵の改作であると推測できる。デトモルト宮殿にもこの
模様のおよそ45cm口径の大皿が何枚かある（図4）。しかしこの皿の中に例外なものが一
枚ある。この皿の中央の見込みは隙間なく絢爛豪華な花瓶と草花で覆われている。この花
瓶の飾り文様をもっと詳しく調べると茂る花々の下の瓶の両側に外国人の顔が描かれてい
る。さらに壺絵には植物を手にもつ外国人の珍しい飾りがある。ケンペルは日本で医者と
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してだけではなくて、植物学者としても知られていた。だから、この皿はケンペルのため
に作られていったと推測できる（図5）。
　デトモルト宮殿の磁器がいつごろヨーロッパに到着したかについては有力な手がかりが
ある。一つの茶碗には銀製の取手と注ぎ口が取り付けられ、旅行用の食器セットのミルク
ピッチャーとして使用されていた。銀の極印から、ケンペルがデトモルト宮殿で活躍した
時代に取り付けられたということが読み取れる（図6）。
　デトモルト宮殿の磁器の一部分は、元禄時代に生産された古伊万里磁器であるに違いな
い。この時代に日本から輸出された磁器は、オランダ東インド会社の商品としてではなく
会社員の個人販売のために製造されたものしかなかった。1680年代に中国の磁器生産地
が復興し、日本より安く輸出品が出来たからであった。しかし、磁器は非常にもうかる商
売だったから、一人当たり大量の品を輸出するのが一般的になった。（22）　ケンペルもその
チャンスを捕まえたと推測できる。1703年にリッペ伯の弟がケンペルの家で見た「大変美
しい磁器」は、日本から持ち帰った古伊万里磁器に違いない。
　ケンペルの死後、遺産受取人であった甥は、お金で困った時にケンペルの未公判原稿と
合わせて色々なアジアから持ち帰った本・地図や珍品などを三回にわたってイギリスで販
売した。販売した物品の詳しい記録は今でも大英図書館に保存されている。これによって、
磁器は販売されていなかったことが判明した。甥が1736年に没した時、ケンペルの姪が遺
産受取人になった。1773年に彼女が亡くなったとき、負債を返済するためにケンペルの
残った最後の財産や本が公式に販売された。（23）　値打ちがあった日本磁器の販売の記録は
どこにも残っいない。デトモルト宮殿の磁器の獲得については書類が残っていない。しか
し、元禄時代の古伊万里磁器はケンペルが持ち帰ったものである可能性が高い。
比較文化の展望から
　17世紀の日本漆工と窯工は国内向きと輸出向きのもの両方の品を製造した。販売先の文
化によって、サイズもスタイルも違った。草木がさかんに茂る日本では、淡白な装飾が美
観に合っていた。生け花と同じように、工芸品の装飾にも花が少なく、不均整の文様が一
般的に好まれていた。サイズは生活空間に合わせて、国内の買い手はやや小さいなものを
求めた。
　反対に半年の長い、厳しい冬の間緑を見ない西欧人は草花が豊富に茂る文様が魅力が
あった。一人当たりの生活空間が日本人より広いヨーロッパ人はもっと大きなサイズのも
のを要求した。「椅子の文化」の西欧人は「畳の文化」の日本人より背の高い道具を求めた。
特に王侯貴族の広い宮殿の飾り物としては、サイズの大きなものが必要だった。このこと
によって、東洋の技法とヨーロッパの要請を融合した素晴らしい工芸品が出来たのである。
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図1　デトモルト宮殿の蒔絵箪笥
図2　デトモルト宮殿の蒔絵箪笥
図4　デトモルト宮殿のおよそ45㎝口径の大皿
図6　銀製の取手と注ぎ口がつけられた茶碗
　　  （デトモルト宮殿）
図5　図4の拡大。瓶の両側に外国人の顔、
　　  間中に植物を手に持つ外国人
図3　デトモルト宮殿の47㎝口径の大皿
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A 17th Century Long Journey –
Comparing Japan and Germany. 
Beatrice M. Bodart-Bailey
(Public lecture given in celebration of the 10th anniversary of the Faculty of Comparative 
Culture of Otsuma University)
Matsuo Bashō’s Narrow Road to the Deep North and Engelbert Kaempfer’s History 
of Japan both relate “a long journey” of the late 17th century, yet the meaning of the term “long 
journey” differs, revealing the difference in the cultural background of the two authors.
 In Detmold castle, where Kaempfer served the last 18 years of his life as physician, 
are two Japanese chests, ﬁnely decorated with raised lacquer work, and some exquisite pieces 
of Ko-imari porcelain which made the long journey from Japan, most probably in Kaempfer’s 
luggage. The article discusses the difference between these items made at the request of 
foreigners in Japan and those made for the Japanese market and what these changes relate 
about the difference in culture. The article concludes by introducing a large plate where 
closer inspection reveals two proﬁles of foreigners at the side of a vase, and in the center the 
ﬁgure of a foreigner holding some plants which might well be a portrait of Kaempfer.
Keyworks:
17th century 17世紀、comparative culture　比較文化、Matsuo Bashō芭蕉、
Engelbert Kaempfer　ケンペル、Detmold castle　デトモルト宮殿、
chest of drawers　箪笥、 lacquer work　蒔絵、Gérard Daglyジェら・ダグリ、
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